
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内の社会福祉施設における労働災害は増加しています 

【転倒】災害防止・・・ ４S活動が有効 

【動作の反動・無理な動作】災害防止・・・ 腰痛対策が有効 

転倒災害防止対策 

● 床の水たまりや氷は放置

せず、その都度除去する。 

● 通路、階段、出入口に物

を放置しない。 

● 確認してから次の動作

に移ること、走らないこと

を徹底する。 

● 踏台、はしご、脚立は安

定した場所で、正しい使用方

法で用いる。 

 

● 床面、通路は、くぼみ、

段差がなく滑りにくい構造

とする。 

● 階段には滑り止め、手す

りを設ける。 

● ＫＹ（危険予知）活動 

業務を始める前に、「どんな危険が潜

んでいるか」を話合い、危険のポイント

を定め、対策を決めて安全作業を行う。 

● 指差し呼称（確認行動）で安全確認 

 危険のポイントにしっかり指を差し、確認事項を声にだし、 

安全確認を行う。 

 声が出せないときは、指を差し、安全確認を行う。 

● ４Ｓ活動 

整理・整頓・清掃・清潔の徹底。 

４Ｓ推進員を任命し、当番制で行うな

ど労働者の意識向上も図る。 

 

Ｈ27.5.7 



「安全衛生推進者養成講習」実施予定 

 長崎県労働基準協会 6 月 北松 23-24 

（095-849-2450）  7 月  長崎 8-9 佐世保 9-10 諫早大村 22-23 

           8 月 五島 20-21 

9月 五島3-4 対馬9-10 壱岐11-12 長崎16-17 島原30-10/1 

 10 月 島原 8-9（社福対象） 佐世保 27-28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

腰痛予防対策 

安全管理体制 

厚生労働省 長崎労働局 

http://nagasaki-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/nagasaki-roudoukyoku/anzen-eisei/201407/guideline-14071501.pdf

